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教 科 外国語 科 目 English CommunicationⅠ 

履修条件 

対象生徒 

必履修科目 

デザイン科 １学年 

学習目標 

 

英語を通じて、積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに、

情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な能力を養う。  

 

   

 

 

学習方法 

 

 

 

 

〔授業〕  

・ 予習をして、授業に臨むこと。予習の段階で出てきた問題点を授業中に解決するという意思

を持って、集中して授業に取り組むこと。板書、口頭による説明等をノートに書き留める。

音読練習、リスニングも積極的な態度で取り組む。新出単語・熟語・重要構文を授業内でし

っかりと理解する。 

 

〔家庭学習〕 

・ その日の授業内容の復習をする。続いて、次時の予習をする。予習では、まず教科書のQR

コードを利用して新出単語の発音や意味を辞書で調べる。その際、本文の音読を聞いて本文

の内容把握もしておく。 

 

〔補習・その他〕 

  与えられた補助教材を活用して、自主的かつ意欲的に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習計画 

と 

ね ら い 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１学期末考査まで＞ 

 オリエンテーション 

 

 Lesson 1  What Did You Do in Japan? 
          (日本で何をしましたか) 

Lesson 2  When Do You Feel Happy? 
          (楽しいのはどんなとき？) 

 Lesson 3  Onigiri Goes Overseas 
           (おにぎりの人気は海外へ) 

Lesson 4  Pictgrams (ピクトグラム) 

 

＜２学期末考査まで＞  

Lesson 5  Morita Yuko 
(ハンドラー、森田優子) 

 

Lesson 6 Convenience Stores:Keys to Their 

Success (コンビニエンスストア：その成功のかぎ) 

 

Lesson 7  High School Aquarium 
            (高校の水族館) 

 Lesson 8  Smart Farming (スマート農業) 

 

＜学年末考査まで＞ 

  Lesson 9  Food Waste (食品廃棄) 

            

 Lesson 10  William and His Windmill 
(ウィリアムの風車) 

 

○授業の進め方、予習・復習の仕方の説明 

 

○動詞の過去形 

 

 

○動詞の進行形 

 

 

○助動詞 

 

 

○不定詞 

 

 

○動名詞 

 

○接続詞that 

 

○現在完了 

 

○受動態 

 

○比較玖、最上級 

○関係代名詞 

 

評価基準 

 

    知識・技能   思考・判断・表現  主体的に学習に向かう態度 

本文で扱った言語材料を理解し、そ

れらを用いて正しい文を書いたり、

やりとりをすることができる。本文

に関するテーマについて聞いたこ

とをふまえて自分の意見を書いた

り、伝え合うことができる。 

自分の気持ちや考えを伝えるため

に、本文で扱った言語材料を用いて

短い文を書いたり、ペアで話し合っ

たりすることができる。意見交換が

できるように学習した語彙や言語

材料を用いて自分の意見を話した

り書いたりできる。 

自分の考えを述べたり、意見交換がで

きるように必要な情報を積極的に得

ようとしている。自分の意見を発表す

るために、必要な情報や考えを整理し

て書こうとしている。情報や考えを整

理して発表したり、クラスメートの発

表を聞いて質問や感想を伝え合った

りしている。 

評価方法 ルーブリック評価表を利用するなどして、評価の観点「知識・技能」「思考・判断・表現

」「主体的に学習に向かう態度」の３つの観点から、授業態度、テスト結果、提出物など

の学習活動を総合的に判断して評価する。  
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